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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

増井伸明教諭の話に聞き入る３学年生徒たち

９月13日（金）、３学年で進路指導主事による「親子講演会」を実施しました。保護者の参加は37人。会場の

アッセンブリー教室は開始早々熱気に包まれました。講師の増井教諭は、語りかけるような調子で、どのような

姿勢で今後の学習に取り組んでいけばよいのか、時にクイズなどを織り交ぜながら分かりやすく説明しました。

３学年は、中等６年間を有意義なものとするための大切なステージです。増井教諭の言葉に生き生きと反応

する生徒たち。講演会後には、学年主任の石井教諭のリードもあって活発な質疑応答が行われました。

当日のスライド資料の一部（次年度の「文理選択」の意義や理科、社会に力を入れる必要について示しています。）

保護者の感想（抜粋）

・堅苦しい話かと思いきや、クイズあり、笑いあり、とても楽しく聞けました。内容も充実していたので、子ど

もたちに響いたと思います。４年の７月！親も頑張ります！

・とてもためになりました。学校の授業がとても大切なこと。いろいろな知識を得て、それを活用し、目標を持

って学習していくこと。家で子どもと話し合いたいと思います！ありがとうございました。

・心に響く講演会をありがとうございました。現実的な数字が出ていましたが、今から頑張ろうという気持ちに

なるような講演でした。親子で大学進学について、たくさん話そうと思います。

・増井先生の話を聞く生徒たちの後ろ姿から真剣さが伝わってきました。これから頑張ってくれると思います。

・大学って何だろう？ というところから分かりやすく説明していただき、とても良かった。親が言うよりも、先

生の実体験を交えた話は響きます。増井先生と校長先生の熱い気持ち、伝わりました。ありがとうございました。

・子どもは、親に言われるより、増井先生のような立ち位置の方から面白い話を聞くことによって、スイッチが

入ることがあると思います。親はプレッシャーをかける存在ではなく、応援する存在になりたいので、学校で

適度な圧をお願いします。


